
　質問議員が500字以内に内容をまとめたものを通告順に掲載し

ています。
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市
長

市
長

市
長

福
祉
部
長

宍粟市議会だより

問

答
遠
距
離
通
学
児
送
迎
を

最
大
限
努
力
す
る

岡
前
　
治
生
　
議
員

問

問問問

問

問

答
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
取
り
く
み
は

3
種
類
の
施
設
整
備
を

　
　
　
　
　
　
　
計
画

西
川
　
省
二
　
議
員

問

問

市
長

問

答
電
子
入
札
制
度
の
導
入
は

　
　
　
　
　
　
で
き
な
い
か

郵
便
入
札
を
含
め

　
段
階
的
に
検
討
す
る

木
藤
　
幹
雄
　
議
員

　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
が

　
　
　
大
幅
に
改
正
さ
れ
、

特
に
在
宅
介
護
を
支
援
す
る

意
味
も
含
め
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
な
ど
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
体
系
の
構
築
が
も
り
こ

ま
れ
た
。
既
存
の
小
規
模
事

業
所
へ
の
配
慮
の
も
と
計
画

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
宍
粟
市

　
　
　
　
　
　
　
の
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
整
備
に
つ
い
て

は
６
種
類
の
う
ち
３
種
類
を

と
り
く
み
ま
す
。

①
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

施
設
と
し
て
、
宍
粟
市
内
の

既
存
の
事
業
所
を
２
ヶ
所
指

定
し
ま
す
。

②
認
知
症
対
応
型
生
活
介
護

施
設
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

を
２
ヶ
所
計
画
し
て
い
る
。

③
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
施
設
を
宍
粟
市
の
南
部
と

北
部
に
各
１
ヶ
所
整
備
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
然
、
現
状
の
事
業
所
の

入
所
状
況
、
経
営
あ
る
い
は

住
民
の
ニ
ー
ズ
等
配
慮
し
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
土
地
区
画
整
理
事

　
　
　
業
区
域
の
中
井
・
段

工
区
は
、
国
道
２９
号
線
の
船

元
か
ら
中
井
・
段
を
経
由
し

門
前
に
通
じ
る
都
市
計
画
道

路
の
通
過
点
で
も
あ
り
、
都

市
整
備
上
最
重
要
の
地
域
で

あ
る
。
早
く
事
業
推
進
す
べ

き
で
は
。
 

　
　
　
　
　
　
地
元
発
起
人

　
　
　
　
　
会
よ
り
早
期
着

工
の
要
望
も
あ
り
、
実
現
の

可
能
性
を
関
係
住
民
の
方
々

と
共
に
検
討
し
、
合
意
形
成

に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

問問

問 市
長

市
長

市
長

市
長

　
　
　
　
神
河
中
跡
地
の
広
大

　
　
　
な
用
地
が
、
放
置
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
当

分
の
間
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
活
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て

は
。

　
　
　
　
　
　
地
域
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
に
迷
惑
を
か
け
て

お
り
ま
す
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
決
定
等
々
の
経
緯
や
事
業

年
度
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

ま
す
。

　
　
　
　
各
自
冶
体
で
電
子
入

　
　
　
札
に
積
極
的
に
取
り
組

む
姿
勢
を
示
し
、
談
合
対
策
や

不
当
介
入
の
排
除
に
向
け
た
検

討
が
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
に

お
い
て
も
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
。

　
　
　
　
　
　
電
子
入
札
制
度

　
　
　
　
　
の
導
入
は
若
干
時

期
尚
早
の
感
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
郵
便
入
札
を
含
め

段
階
的
に
検
討
し
、
よ
り
充
実

し
た
入
札
制
度
の
構
築
に
努
力

し
ま
す
。

　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
が

　
　
　
続
く
中
、
企
業
誘
致
に

よ
り
若
者
が
働
く
場
の
提
供
は

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
市
長
の

考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
若
者
の
定
着
を

　
　
　
　
　
図
る
た
め
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
と
雇
用
の
確

保
は
不
可
欠
で
あ
り
、
幹
部
職

員
が
各
界
か
ら
の
企
業
情
報
の

提
供
を
頂
け
る
よ
う
努
め
、
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ
て
企
業

誘
致
を
は
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
北
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　
　
　
ー
の
一
部
管
理
業
務
委

託
を
廃
止
で
き
な
い
か
。
ま
た

処
理
量
の
減
少
か
ら
北
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
と
山
崎
浄
苑
の
一

本
化
は
で
き
な
い
か
。
 

　
　
　
　
　
　
専
門
的
知
識
を

　
　
　
　
　
必
要
と
し
ま
す
の

で
、
今
す
ぐ
廃
止
す
る
こ
と
は

難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。
下
水

道
の
普
及
に
よ
り
今
後
の
投
入

量
は
１
日
３０
ｔ
未
満
に
な
る
こ

と
か
ら
、
一
本
化
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
部
長

教
育
長

　
　
　
　
近
年
子
ど
も
の
生

　
　
　
命
、
安
全
を
お
び
や

か
す
事
件
が
頻
繁
に
お
こ
っ

て
い
る
。
教
育
委
員
会
の
責

任
で
公
用
車
に
よ
る
送
迎
を

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
と
協

　
　
　
　
　
　
議
し
最
大
限

努
力
し
た
い
。

　
　
　
　
旧
波
賀
町
で
入
湯

　
　
　
税
を
財
源
に
実
施
し

て
き
た
高
齢
者
無
料
入
浴
制

度
が
大
き
く
後
退
さ
せ
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
宍
粟
市

民
は
課
税
を
免
除
し
て
、
山

崎
町
と
一
宮
町
も
入
湯
税
を

徴
収
し
、
全
市
に
拡
大
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
利
用
者
が
か

　
　
　
　
　
た
よ
っ
て
い
る

の
で
、
利
用
回
数
に
制
限
を

設
け
る
。

　
　
　
　
宍
粟
市
で
は
昨
年

　
　
　
１２
月
現
在
、
短
期
保

険
証
が

２００
件
、
資
格
証
明
書

が
１２４
件
交
付
さ
れ
て
い
る
。

短
期
証
や
資
格
証
明
書
の
交

付
は
中
止
し
、
加
入
世
帯
全

部
に
普
通
の
保
険
証
を
交
付

す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
情
も

　
　
　
　
　
　
　
調
査
し
悪

質
な
滞
納
者
に
適
用
し
て
い

る
。
 

　
　
　
　
国
見
の
森
の
管
理

　
　
　
運
営
に
お
い
て
市
費

を
あ
て
る
こ
と
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
基
本
的
に
は

　
　
　
　
　
県
が
負
担
す
る
。

　
　
　
　
市
民
局
単
位
の
判

　
　
　
断
で
自
由
に
使
え
る

予
算
措
置
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
対
象
事
業
は

　
　
　
　
　
個
別
に
考
え
る
。


